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喜びの表情に及ぼす社会的文脈の影響

瀧 上 凱 令

目 的

表情 の研究 はダー ウィンに始 まるとされ るが,ダ ーウ ィンの研究 にお いて

も,そ れ以後 のほ とん どの研究 において も,表 情 は感情(情 動)の 生起 に伴

う生 理 的 な変化 の表 れで あ る とす る見方 が前 提 とされ て いた思 われ る。

Ekman(1971)のFacialAffectProgramは そ れ を明確 に打 ち出 した もので

ある。表情を,強 める,弱 める,抑 制 して表 れな いようにす る,異 な った表

情で隠す などの変形 はあるに して も,感 情 と表情 は本来 は対応す るもの と考

え られて きた。 しか し,近 年,表 情 は必 ず しも感 情の表出で はな く,社 会的

相互作用のための ッールあるいは対人 的なデ ィスプ レイであ ることを主張す

る研究が見 られるよ うにな って きた。 た とえば,Fernandez-Dolsら(1995)

はバ ルセ ロナオ リンピックのゴール ドメ ダ リス トの表情 を,表 彰 台の前 で表

彰式 を待 ってい るとき,表 彰台 に上 り役員 や観客 との相互作用 があ るとき,

国旗 の掲 揚に注 目 して いるときを比較 し,ス マイルは観客 との相互作用 のあ

るときに もっとも強 く表れ ることを示 した。 しか し,こ の研究 は喜 びの感情

は ス マイル と して表 出 され るとい うこ とを否定 す る もの で はな い。 一方

Krautら(1979)は ボ ー リング場で の観察 を通 じて,ス トライクや スペアー

が とれただけではスマイル は表れず,振 り向 いて他人 との相互作用 があると

きにスマイルが表 れる ことを明 らか に し,喜 びの感情が必ず しもスマイルと

直結 しているわけではない ことを示 した。

本研究 ではサ ッカーで ゴールを決 めた選手の表情 を分析 し,喜 びの感情 は

必ず しもスマイル として表 出され るもので はな いこと,ス マイルは社会的相

互作用 の中で感情 を伝 えるため,あ るい は感 情を共有す るために表 出され る

ことを明 らか にす る ことを 目的 とす る。
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な お,こ こで はスマイル という言葉 を用 いているが,他 に適 当な言葉 が見

っか らないための便宜的な もので ある。 た とえば,笑 顔 とい う表現で は強 い

喜 びの表情を示すの に適当で はない。 ほほえみ とい う表現 に も同 じことが言

え る。笑 いで はおか しい とい う感情 に伴 うものを除外 で きない。 したが って,

便 宜的 にスマイ ルという言葉 を用 いるが,笑 顔 や ほほえみや笑い に共通す る

顔 の筋肉運動を指す もの とす る。

方 法

分析 のための表情 サ ンプル として,2002年 に 韓国 と日本で共同開催 され た

ワール ドカ ップサ ッカーのオ フィシャルDVD「2002FIFAWORLDCUP

KORIAJAPANALL161GOALS」(発 売:GAGACommunications,

Inc/CRIATIVEAXA/AMUSEPICTURES/SONYPCL,販 売:

ア ミューズ メ ン トソフ ト販売株式 会社)を 用 いた。収録 され た163ゴ ー ルの

うち,2ゴ ールはPK戦 のウイニ ングゴール,3ゴ ールはオウ ンゴールであ っ

たので,こ れを除い た158ゴ ー ルを分析の対象 と した。 このDVDに は ゴール

前 の状況,ゴ ールの瞬間および ゴール後の喜 びのデ ィスプ レイが収録 されて

いる。 ゴール後 の映像 はゴールを決めた選 手,チ ームメイ ト,監 督 やコーチ,

観 客 などの喜 びの映像 が中心 であ るが,一 部 に相手 チームの落胆 の映像 が含

まれて い る。 ゴー ル後 の映像 は長短 さ まざまで あるが,長 い もので も8秒

(240フ レーム)程 度 であ った。 また,メ イ ンの映像 のほかに ゴールの直前 ・

直後 の別 のア ングルか らの映像 も収録 され てお り,こ の映像 で表情 が確認 で

きるもの もあ った。

映像 は1秒 間 に30フ レームで,表 情が確認で きる最初の フレームは何 フ レー

ム目か,最 初 の フ レームで スマイルが見 られたか,ス マイルが見 られない場

合 は何 フレー ム目に スマ イルが表れ たか,ど のよ うな状 況で表れたかを記録

した。 ゴールの瞬間を どの時点 にす るか については,ボ ールが ゴール ライ ン

を越え た時,あ るいは審判の笛 の音 などが考 え られ るが,い ずれ も判定が難

しいので,ボ ールが ゴールの ネ ッ トに触 れた瞬間 とした。 この場合 も判定 は
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難 しく,±5フ レーム程度 の誤差 を含んでい るものと思われ る。

分析 はパ ソコ ン(SONYVAIOPCG-R505Q/BD)を 用 い,「lnterVideo

WinDVD4」 の スロー再生 とコマ送 り再生 によ って行 った。 さらにDVDプ

レイヤーでの再生 によ って表情 のチ ェ ックを行 った。

結 果

1.全 体 にっ いて

ゴールを決めた本人の表情 に一瞬で もスマイルが表 れた ものを 「スマイル

あ り」 と した。 「不 明」 は,横 向 きや後 ろ向 きの映像 で表情 が確認 できない

もの,チ ーム メイ トが密集 し人垣 の中にまぎれて表情 が確認 で きない ものな

どで ある。なお,最 初 に表情を確認 できるフ レームが必 ず しもゴール直後を

あ らわすわ けで はない。表情 を確認 で きない映像 が続 き,表 情 を最 初に確認

で きたのが195フ レー ム目とい うケ ース もあ った。映像 は ゴール直前 ・直後

の両 チームの選手 たちの動 きを全体 と して とらえ,そ の後 ゴールを決めた選

手を ア ップで と らえるとい う構成 にな ってお り,表 情を確認で きる最初の映

像が30フ レー ム目(1秒 後)か ら60フ レーム 目(2秒 後)に 収 ま るもの もか

な りあ った。 「どこに もスマイルな し」 に分 類 した もの も,分 析 したDVD

の映 像 に限 った ものであ り,ス マイルが全 く出なか った とい うことを示す も

ので はないQ

以 上 の結果,表 情 が確認 で きた最 初の フ レームにスマイルが見 られ たのが

64例(40%),最 初 の フ レームにスマイルが見 られなか ったのが78例(49%),

最 初 の フレームにはスマイルがなか ったが,後 のフ レームで スマイルが見 ら

れた ものが38例(24%),映 像 のど こに もスマイルが見 られなか ったのが40

例(25%),表 情 を確認 で きる映像 がなか った ものが16例(10%)で あ った

(表1)。 この結 果は瀧 上(2004)の 結 果 と一部 に違 いがあるが,こ れはデー タ

を再 分析 し,曖 昧な ものであ って も一瞬で もスマイルが表 れた と思 われる も

のは 「あ り」 と判 定 し直 した ためで ある。
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表1ゴ ールを決めた選手の表情

最 初 の フ レー ム に ス マ イ ル あ り

最 初 の フ レー ム に ス マ イ ル な し→ 後 に あ り

ど こ に も ス マ イ ル な し

不 明
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2.ス マイルの表れ た状況

スマイルの多 くは,チ ームメイ トが駆 け寄 った とき,チ ームメイ トと目が

合 った時な どに表れた。当初 スマイルが無 く,後 にスマイルが見 られた38

例 の内 には,チ ー ムメイ トに対 した時 にスマイルが表れ た ことが は っきり読

み取れ るものが多か った。 また,観 客席 に対 して スマイルを向ける例 はほ と

ん ど見 られなか った。

3.直 後 の表情 と喜びのデ ィスプ レイ

ゴールを決 めた直後 にスマイルが表れたの は半数程度で,残 りはむ しろ怒

りに近 い表情 の方 が多か った。 また,顔 の表情 よりも,片 手 を突 き上 げて走

る,両 手を広 げて走 り回 る,シ ャッを脱 いで振 り回す,宙 返 りをす る,大 声

を上 げるなど全身 を使 った大 き く激 しいデ ィスプ レイが多 く見 られた。一 方,

表 情 がま った く変 わ らず,派 手 なア クシ ョンも無 く,淡 々 とボールを拾 った

だけとい うケースが2例 あ った。

4.個 人差 につ いて

ゴールを決 めて か らチームメイ トに対面 する以 前にスマイルが表れ る選手

もある。 たとえ ば,ブ ラ ジルのロナウ ド,ト ル コのイルハ ン ・マ ンシズ,日

本の稲本潤一 などであ る。 また,ブ ラジルの選手 は顔 に表情が よ く表れるが,

ドイッやデ ンマークの選手 はあま り表れ ないな ど,国 による違 いも見 られた。

考 察

感情(情 動)が 生 じれば表情が伴なうことは自明のように思われてきた。
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しか しなが ら,本 研究 の結果か ら,喜 びの感情 は必 ず しもスマイル と して表

出 されず,社 会的文脈 が重 要な意味 を持っ ことが明 らかにされた。すなわち,

スマ イルが表出 され る場面 の分析か ら,ス マイルは対 人相 互作用の中で喜び

の感 情を伝え るた め,あ るいは喜 びの感情 を共有 す るために表出 され ると解

釈 した方が良 いと思われ る結果が得 られた。 したが って,対 人相互作用のな

い場 面で は,喜 びの感情が生 じて も必ず しもスマイル と して表出 され るわ け

で はないということが 言え る。

一方
,わ れわれ は対人相互作用 のない場面 でのスマイル,い わゆ る 「一人

笑 い」 というものが あることを知 っている。 しか しなが ら,一 人笑い も社会

的な ものである とす る研究 が行われ てい る。Fridlund(1991)は 楽 しさを喚

起す る ビデオを,1)被 験 者一人 で見る,2)友 人 が別室で別の作業を して

お り,ビ デオ は一人で見 る,3)友 人 が別室 で同 じビデオを見て いる,4)

被験 者 は友人 と同室で ビデオを見 る とい う条件 で見せ,大 頬骨筋のEMGを

測 定 した。その結果,3)と4)の 間 に違 いがない ことか ら,一 人笑 いは想

像上 の対人相互作用 を反映 した ものである と主 張 してい る。 この結果 は本論

文で論 じて きた喜 びの感情 に伴 な う表情 ではな く,楽 しいという感情 に伴 な

う表情で はあ るが,両 者 は共通性 が高 い と考 えて も良いので はな いか と思わ

れ る。

これ までの表情研究 では,さ まざまな感情 がま とめて論 じられて きた。 し

か しなが ら,驚 きのよ うに表情 の表 出に社会 的文脈が不要で感情 に伴 なう生

理的変化 によって表情が解釈 できる もの,悲 しみの ように一人の場面で も社

会的相互作用が ある場面で も表 出 され るもの,喜 びの ように社会的相互作用

が ない場面で は表 出されない もの とい ったよ うに,そ れぞれの特長 によって

分 けて検討す る必要が あるのではないか と思 われ る。

(付 記:選 手 の表情 の判定 にっ いて,何 人かの被験者 に映像を提示 して評価

実験 を行 った方が客観性 の確保 のために望 ま しいが,著 作権 に触れ るため行

わ なか った。 したが って,表 情 の判 定は著者 一人で行 ったため,デ ータの信
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頼性に若干の問題があるかも知れない。他の判定者が判定すれば細部の変化

は生 じる可能性がある。 しか しなが ら,デ ータの大枠については変動はない

と言い切れる程度に明瞭なものであった。)
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